
時

評価規準

知識・技能 ❶

y が x に比例している
とき、 x の値が 1/2
倍、1/3 倍、… になる
と、それに伴って yの
値も 1/2 倍、1/3 倍、
…になることを理解し
ている。

❶

y が x に比例すると
き、x の 値が□倍にな
ると、それに伴って y
の値も同じ□倍になる
ことを理解している。 ❷

y が x に比例すると
き、y ＝決まった数×x
と表せることを理解
し、比例の関係を式に
表すことができる。 ❷

比例のグラフは原点を
通る直線になることを
理解し、比例の関係を
グラフに表したり、グ
ラフから読み取ったり
することができる。

❶

傾きの異なる２本の比
例のグラフから、それ
ぞれの特徴や事象の様
子などを読み取ること
ができる。 ❷

比例の関係を用いた問
題解決の方法を理解し
ている。

❷

基本的な問題を解決す
ることができる。

思考・判
断・表現

❶

表から伴って変わる二
つの数量の関係に着目
し、規則性や式を用い
てそれらの関係を表現
する方法を考えてい
る。

❶

伴って変わる二つの数
量を見いだして、それ
らの関係に着目し、目
的に応じてグラフを用
いてそれらの関係を表
現している。

❷

比例関係を活用した問
題解決の方法を考え、
表や式、グラフを用い
て説明している。

主体的に学
習に取り組
む態度

❶

比例の性質や比例する
二つの数量の関係につ
いて問題解決した過程
を振り返り、粘り強く
考えている。

❶

比例の性質や比例する
二つの数量の関係につ
いて問題解決した過程
を振り返り、粘り強く
考えている。

❷

比例の関係に着目する
よさに気付き、比例の
関係を生活や学習に活
用しようとしている。

（分）

5

一
斉

①問題把握、課題設定

一
斉

①問題把握、課題設定

一
斉

①問題把握、課題設定

一
斉

①前時の復習
②問題把握、課題設定 一

斉

①前時の復習
②問題把握、課題設定 一

斉

①問題把握、課題設定

一
斉

①問題把握、課題設定

10

個
別

個
別

個
別

個
別

個
別

15

個
別

協
働

個
別

協
働

20

協
働

協
働

③式から求めた２量の
組み合わせをグラフに
表して、気付いたこと
について話し合う。

一
斉

④比例のグラフの読み
取り方についてまとめ
る。 協

働

25

一
斉

④yがxに比例すると
き、yをxでわった商は
一定で、その関係を一
般的な形の式に表せる
ことをまとめる。

一
斉

③問題解決の仕方につ
いて情報共有する。

30

35

個
別

個
別

40

⑥適用問題　【知】

協
働

協
働

④適用問題【思】

45

⑦振り返り

個
別

⑥振り返り

個
別

⑤振り返り

個
別

⑦振り返り【主】

個
別

⑥振り返り

個
別

⑦振り返り

個
別

⑦振り返り【主】 ⑤振り返り ⑥振り返り

個
別

④振り返り【主】

「11. 比例の関係をくわしく調べよう」〔比例と反比例〕　単元計画　【新しい算数６　東京書籍】

単元の評価規準

単元の指導と評価の計画

単元の目標

（１）比例や反比例の関係の意味や性質、表やグラフの特徴について理解することができる。
（２）伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現している。
（３）数学的な見方、考え方を働かせて問題解決した過程を振り返り、多面的に考察して粘り強く考えようとしている。

主体的に学習に取り組む態度知識・技能 思考・判断・表現

協
働

自
由
進
度

②共通課題
・速さを一定と考えた
場合、道のりは時間に
比例することを使っ
て、新横浜を出発後、
新幹線が新富士駅を通
過するのは何分後かを
考える。

・影の長さはものの高
さに比例することを
使って、木の高さをは
からないで求める方法
を考える。

④適用問題【知】

⑤選択課題
・プリント学習
・Eライブラリー

一
斉

協
働

③既習事項の復習
・yがxに比例している
のはどれか、表にあて
はまる数を入れて調べ
る。

④比例する二つの数量
の関係には、どんな性
質があるか調べる。

一
斉

①前時の復習
・表から決まった数を
見つけ、式を立てる仕
方を確認する。

②問題把握・課題設定

③水槽の場面で水を入
れる時間を５分に決め
たとき、１分当たりに
入る水の深さと水槽の
水の深さの関係を調べ
る。

自
由
進
度

⑤共通課題
適用問題【知】
⑥選択課題
・プリント学習
・Eライブラリー

自
由
進
度

④共通課題
適用問題【知】
⑤選択課題
・プリント学習
・Eライブラリー

協
働

②表から決まりを見つ
け、式に表す方法を調
べる。

一
斉

③yがxに比例すると
き、yをxで割った商は
一定で、その関係を一
般的な形の式に表せる
ことをまとめる。

比例の性質

①単元の見通しを持つ
・単元の学習計画を確
認する
②問題把握・課題設定
・５年生の比例の学習
を振り返りながら本時
の問題を把握し、学習
課題を設定する。

⑤yがxに比例すると
き、xの値が0.5倍、2.5
倍などになると、それ
に伴ってyの値も0.5
倍、2.5倍などになるこ
と、xの値が1/2倍、1/3
倍、…になると、それ
に伴ってyの値も1/2
倍、1/3倍、…になるこ
とをまとめる。

一
斉

個
別

比例の性質について理解す
る。

比例の性質について理解し
まとめる。

②比例する二つの数量
の関係には、どんな性
質があるか調べる。

一
斉

③yがxに比例すると
き、xの値が□倍になる
と、それに対応するyの
値も□倍になることを
まとめる。

1 2 3

表から伴って変わる二つの
数量の関係に着目し、y が
x に比例するときの規則性
や式を用いて表現する方法
を考える。

6 7

比例のグラフ

④まとめたことを基
に、比例の表では決
まった数を求められる
か調べる。【思】

y が x に比例するとき、y
＝決まった数×x と表せる
ことを理解し、比例の関係
を式に表すことができる。

表から比例の関係を考察
し、グラフに表す方法を考
える。

比例の関係をグラフに表し
て考察することができ、比
例のグラフの特徴を理解す
る。

比例のグラフを考察するこ
とを通して、比例のグラフ
について理解を深める。

4 5

比例の式

⑤共通課題
適用問題【知】
⑥選択課題
・プリント学習
・Eライブラリー

協
働

自
由
進
度

⑤共通問題
　適用問題【知】
⑥選択問題
・プリント学習
・Eライブラリー
・問題づくり

③道のりが時間に比例
する問題で、グラフに
表して、道のりを求め
たり、時間を求めたり
する。

③２本の比例のグラフ
から、それぞれのグラ
フの特徴や２本のグラ
フを比べ、情報を読み
取る。

8 9 10

比例のまとめ（練習）

比例の関係を活用した問題
解決の方法を考え、表や式
を用いて説明する。

比例の関係を活用した問題
解決の方法を考え、表や式
を用いて問題を解決するこ
とができる。

学習内容を適用して問題を
解決する。

比例の利用

個
別

②画用紙の重さは枚数
に比例することを使っ
て、問題を解決する。
・重さ、厚さに着目し
て二つの方法で問題解
決する。

一
斉

③比例関係に着目すれ
ば、数えずに求めるこ
とができることをまと
める。

個
別

②共通問題【知】

③選択問題
・プリント学習
・Eライブラリー
・説明動画作成
・問題解説作成

①これまでの学習内容
を振り返り、確認す
る。

❶比例や反比例の関係の意味や性質、表やグラフの特徴について理解
している。
❷比例や反比例の関係にある二つの数量の関係を表や式、グラフに表
したり、比例や反比例の関係を用いて問題解決したりしている。

❶伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じ
て表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現している。
❷伴って変わる二つの数量から変化や対応の特徴を見いだし、問題解決に生か
している。

❶数学的な見方、考え方を働かせて問題解決した過程を振り返り、多面的に考
察して粘り強く考えようとしている。
❷比例や反比例を活用した処理のよさを見いだし、方法や結果を今後の生活や
学習に活用しようとしている。

一
斉

一
斉

自
由
進
度

個
別

②水槽の水の深さが水
を入れる時間に比例す
る関係をグラフに表し
て、その特徴を調べ
る。

⑤まとめたことを基
に、表からグラフに表
す【思】

④比例のグラフは原点
を通る直線となること
をまとめる。

一
斉

目標

④２本の比例のグラフ
の活用の仕方について
まとめる。

自
由
進
度



時

評価規準

知識・技能 ❶

 x の値が２倍、３倍に
なるとそれに伴ってｙ
の値も1/2倍、1/3倍に
なることを理解してい
る。

❶

 y が x に反比例して
いるとき、x の値が
1/2 倍、1/3 倍、 …に
なると、それに伴って
y の値は ２倍、３ 倍
…になる ことを理解し
ている。

❷

反比例のグラフの特徴
を理解し、反比例の関
係をグラフに表した
り、グラフから読み
取ったりすることがで
きる。

❷

基本的な問題を解決す
ることができる。

思考・判
断・表現

❶

 y が x に反比例する
時、 y ＝決まった数÷
x で表せることを理解
し、反比例の関係を式
に表している。

❷

数学的な着眼点と考察
の対象を明らかにしな
がら、単元の学習を整
理している。

主体的に学
習に取り組
む態度

❶

反比例する二つの量の
関係について問題解決
した過程を振り返り、
粘り強く考えている。 ❷

比例や反比例を活用し
た処理のよさを見いだ
し、方法や結果を今後
の生活や学習に活用し
ようとしたりしてい
る。

5

一
斉

①問題把握・課題設定

一
斉

①問題把握・課題設定

一
斉

①問題把握・課題設定

一
斉

①問題把握、課題設定

10

個
別

個
別

個
別

個
別

15

協
働

協
働

協
働

20

25

30

35

40

45

個
別

⑥振り返り

個
別

⑥振り返り

個
別

⑥振り返り

個
別

⑥振り返り【主】

個
別

④振り返り【主】

「11．比例の関係をくわしく調べよう」〔比例と反比例〕　単元計画　【新しい算数６　東京書籍】
単元の目標

単元の評価規準

単元の指導と評価の計画

（１）比例や反比例の関係の意味や性質、表やグラフの特徴について理解することができる。
（２）伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に応じて表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現している。
（３）数学的な見方、考え方を働かせて問題解決した過程を振り返り、多面的に考察して粘り強く考えようとしている。

主体的に学習に取り組む態度

❶数学的な見方、考え方を働かせて問題解決した過程を振り返
り、多面的に考察して粘り強く考えようとしている。
❷比例や反比例を活用した処理のよさを見いだし、方法や結果
を今後の生活や学習に活用しようとしたりしている。

④共通問題
　適用問題【知】

⑤選択問題
・プリント学習
・Eライブラリー
・説明動画作成
・問題解説作成

一
斉

自
由
進
度

一
斉

③１分当たりに入る水
の深さが２倍、３倍…
になるとそれに伴って
水を入れる時間は1/2
倍、1/3倍…になること
をまとめる。

自
由
進
度

④共通問題
　適用問題【知】

⑤選択問題
・プリント学習
・Eライブラリー

反比例の性質について理解
する。

一
斉

知識・技能

yがxに反比例するとき、y＝
決まった数÷ x と表せるこ
とを調べ、反比例の関係を
式に表す。

11 12 13（本時）

③yがxに反比例すると
き、xの値が1/2倍、1/3
倍…になると、それに
伴ってyの値は２倍、３
倍、…になることをま
とめる。

❶比例や反比例の関係の意味や性質、表やグラフの特徴について理解
している。
❷比例や反比例の関係にある二つの数量の関係を表や式、グラフに表
したり、比例や反比例の関係を用いて問題解決したりしたいる。

思考・判断・表現

❶伴って変わる二つの数量を見いだして、それらの関係に着目し、目的に
応じて表や式、グラフを用いてそれらの関係を表現している。
❷伴って変わる二つの数量から変化や対応の特徴を見いだし、問題解決に
生かしている。

一
斉

反比例の関係をグラフに表
して考察することができ、
反比例のグラフの特徴を理
解する。

学習したことを適用して問
題を解決する。

①これまでの学習内容
を振り返り、確認す
る。

目標

15

まとめ

②伴って変わるいろい
ろな二つの数量の変わ
り方を調べる。
表を横に見る。

反比例の性質 反比例の式 反比例のグラフ

協
働

自
由
進
度

②共通問題
　適用問題【知】

③選択問題【思】
・プリント学習
・Eライブラリー
・説明動画作成
・問題解説作成

③yがxに反比例すると
き、y×x＝決まった
数、y＝決まった数÷x
で表すことができるこ
とをまとめる。

14

②表から決まりを見つ
け、式に表す。
・表を縦に見る。

自
由
進
度

②伴って変わるいろい
ろな二つの数量の変わ
り方を調べる。
表を横に見る。

②反比例する関係をグ
ラフに表して、その特
徴を調べる。

反比例の意味について理解
する。

④共通問題
　適用問題【思】

⑤選択問題
・プリント学習
・Eライブラリー
・説明動画作成
・問題解説作成

一
斉

③反比例のグラフにつ
いてまとめる。

自
由
進
度

④共通問題
　適用問題【知】

⑤選択問題
・プリント学習
・Eライブラリー
・説明動画作成
・問題解説作成


